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このマニュアルについてこのマニュアルについてこのマニュアルについてこのマニュアルについて

このマニュアルでは、BEA Tuxedo® の Workstation コンポーネントの概要、
Workstation コンポーネントを UNIX および Windows 環境で使用する方法、およびサ
ンプル・アプリケーションの bankapp をワークステーションで実行する方法につい
て説明します。

このマニュアルでは、以下の内容について説明します。

! 「第 1 章 Workstation の概要」 では、Workstation コンポーネントの概要を説明しま
す。

! 「第 2 章 Workstation コンポーネントの使用」 では、BEA Tuxedo システムに組み込
まれているクライアントを使用して、ワークステーション・クライアント・プロ
グラムを作成する方法と、BEA Tuxedo システムのクライアントをワークステー
ションで実行する方法を説明します。

! 「第 3 章 Windows 上での Workstation」では、Windows プラットフォーム用の BEA 
Tuxedo Workstation の使い方を説明します。

! 「第 4 章 ワークステーションでの bankapp の実行」 では、UNIX または Windows 上
のワークステーションで BEA Tuxedo system のサンプル・アプリケーションであ
る bankapp を実行する手順を説明します。

対象読者対象読者対象読者対象読者

このマニュアルは、主に、アプリケーションで Workstation コンポーネントを使用す
るアプリケーション開発者を対象にしています。 Workstation コンポーネントの概要、
Workstation コンポーネントを使用してクライアント・プログラムを記述し作成する
方法、およびワークステーションで bankapp アプリケーションを実行する方法を取
り上げています。
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e-docs Web サイトサイトサイトサイト

BEA 製品のマニュアルは BEA 社の Web サイト上で参照することができます。 
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html に直接アクセスしてください。

マニュアルの印刷方法マニュアルの印刷方法マニュアルの印刷方法マニュアルの印刷方法

このマニュアルは、ご使用の Web ブラウザで一度に 1 ファイルずつ印刷できます。
Web ブラウザの [ファイル ] メニューにある [印刷 ] オプションを使用してください。

このマニュアルの PDF 版は、Web サイト上にあります。また、マニュアルの 
CD-ROM にも収められています。 この PDF を Adobe Acrobat Reader で開くと、マニュ
アル全体または一部をブック形式で印刷できます。PDF 形式を利用するには、BEA 
Tuxedo Documents ページの [PDF 版 ] ボタンをクリックして、印刷するマニュアルを
選択します。

Adobe Acrobat Reader をお持ちではない場合は、Adobe Web サイト 
(http://www.adobe.co.jp/) から無償で入手できます。

サポート情報サポート情報サポート情報サポート情報

皆様の BEA Tuxedo マニュアルに対するフィードバックをお待ちしています。ご意見
やご質問がありましたら、電子メールで docsupport-jp@bea.com までお送りくださ
い。お寄せいただきましたご意見は、BEA Tuxedo マニュアルの作成および改訂を担
当する BEA 社のスタッフが直接検討いたします。

電子メール メッセージには、BEA Tuxedo 8.0 リリースのマニュアルを使用している
ことを明記してください。

BEA Tuxedo に関するご質問、または BEA Tuxedo のインストールや使用に際して問題
が発生した場合は、www.bea.com の BEA WebSUPPORT を通して BEA カスタマ・サ
ポートにお問い合わせください。カスタマ・サポートへの問い合わせ方法は、製品
パッケージに同梱されているカスタマ・サポート・カードにも記載されています。
vi BEA Tuxedo Workstation コンポーネント



カスタマ・サポートへお問い合わせの際には、以下の情報をご用意ください。

! お客様のお名前、電子メール・アドレス、電話番号、Fax 番号

! お客様の会社名と会社の住所

! ご使用のマシンの機種と認証コード

! ご使用の製品名とバージョン

! 問題の説明と関連するエラー・メッセージの内容

表記上の規則表記上の規則表記上の規則表記上の規則

このマニュアルでは、以下の表記規則が使用されています。

規則 項目

太字 用語集に定義されている用語を示します。

Ctrl + Tab 2 つ以上のキーを同時に押す操作を示します。

イタリック体 強調またはマニュアルのタイトルを示します。

等幅テキスト コード・サンプル、コマンドとオプション、データ構造とメンバ、
データ型、ディレクトリ、およびファイル名と拡張子を示します。
また、キーボードから入力するテキストも等幅テキストで表示しま
す。
例 :
#include <iostream.h> void main ( ) the pointer psz

chmod u+w *

\tux\data\ap

.doc

tux.doc

BITMAP

float

太字の等幅
テキスト

コード内の重要な語を示します。
例 :

void commit ( )
BEA Tuxedo Workstation コンポーネント vii



斜体の等幅
テキスト

コード内の変数を示します。
例 :

String expr

大文字の
テキスト

デバイス名、環境変数、および論理演算子を示します。
例 :

LPT1

SIGNON

OR

{ } 構文の行で、選択肢の組み合わせを示します。かっこは入力しませ
ん。

[ ] 構文の行で、オプション項目を示します。かっこは入力しません。
例 :
buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]...
[-l file-list]...

| 構文の行で、相互に排他的な選択肢の区切りとして使います。記号
は入力しません。

... コマンド・ラインで、以下のいずれかの場合を示します。 

! コマンド・ラインで、同じ引数を繰り返し使用できることを示し
ます。

! 文で、追加のオプション引数が省略されていることを示します。

! 追加のパラメータ、値、またはその他の情報を入力できることを
示します。

記号は入力しません。
例 :

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f 
file-list]...[-l file-list]...

.

.

.

コード例または構文の行で、項目が省略されていることを示します。
記号は入力しません。

規則 項目
viii BEA Tuxedo Workstation コンポーネント



1 Workstation の概要の概要の概要の概要

ここでは、以下の内容について説明します。

! BEA Tuxedo の Workstation コンポーネントとは

! Workstation の管理

BEA Tuxedo のののの Workstation コンポーネンコンポーネンコンポーネンコンポーネン
トとはトとはトとはトとは

BEA Tuxedo システムの Workstation コンポーネントを使用すると、サーバ側の機能が
フル・インストールされていないマシン、つまり管理サーバもアプリケーション・
サーバもサポートしないマシンに、アプリケーション・クライアントを収容できま
す。 クライアントとアプリケーション・サーバ間の通信は、すべてネットワーク経由
で行われます。

ワークステーション・クライアントのプロセスは、Windows または UNIX プラット
フォームで実行できます。 また、このクライアントは、ATMI にアクセスすることも
できます。 ユーザは、発行した要求が背後のネットワークでどのように処理されてい
るかを意識する必要はありません。 ワークステーション・クライアントは、ネイティ
ブ・クライアントが利用できるすべての機能にアクセスできるわけではありません。 
ただし、どちらのクライアントも、次の処理は実行できます。

! メッセージを送受信する

! トランザクションを開始、終了、またはコミットする

! 任意通知型メッセージを送受信する

! アプリケーションのセキュリティ条件を満たす

! tmadmin(1) コマンドを使用してリモート・クライアントに関する情報を送受信
する

注記 ワークステーション・クライアントは、ワークステーション・ハンドラ (WSH) 
のプロセスを介してアプリケーション・サーバと通信します。
BEA Tuxedo Workstation コンポーネント 1-1



1 Workstation の概要
ワークステーション・クライアントの制限事項ワークステーション・クライアントの制限事項ワークステーション・クライアントの制限事項ワークステーション・クライアントの制限事項
ワークステーション・クライアントは、ネイティブ・クライアントが利用できるすべ
ての機能にアクセスできるわけではありません。 たとえば、ワークステーション・ク
ライアントは、ネイティブ・クライアントとは異なり、tpsysadm としてアプリケー
ションに参加できません。つまり、サービス呼び出しを発行するイベントをサブスク
ライブできません。 

関連項目関連項目関連項目関連項目
! 『BEA Tuxedo システム入門』 の 第 3 章の 57 ページ「ワークステーション・ハンド
ラとワークステーション・リスナ」

! 『BEA Tuxedo アプリケーションの設定』 の 「第 10 章 ワークステーション・クライ
アントについて」

Workstation の管理の管理の管理の管理

ワークステーション・クライアントを BEA Tuxedo アプリケーションに統合するに
は、アプリケーションのコンフィギュレーション・ファイルで、そのクライアントに
必要なパラメータを定義する必要があります。 詳細については、『BEA Tuxedo アプリ
ケーションの設定』 の 「第 11 章 ワークステーション・クライアントの設定」 を参照
してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目
! 『BEA Tuxedo コマンド・リファレンス』 の buildwsh(1)

! 『ファイル形式、データ記述方法、MIB、およびシステム・プロセスのリファレン
ス』の WSL(5) 
1-2 BEA Tuxedo Workstation コンポーネント



2 Workstation コンポーネントのコンポーネントのコンポーネントのコンポーネントの
使用使用使用使用

ここでは、次の内容について説明します。

! クライアント・プログラムを作成する

! BEA Tuxedo システムに組み込まれているクライアントを使用する

! ワークステーションで BEA Tuxedo システムのクライアントを実行する

! マルチスレッド化またはマルチコンテキスト化されたワークステーション・クラ
イアントをアプリケーションに参加させる

クライアント・プログラムを作成するクライアント・プログラムを作成するクライアント・プログラムを作成するクライアント・プログラムを作成する

ワークステーション用のクライアント・プログラムは、BEA Tuxedo system の管理ド
メイン内のクライアント・プログラム (ネイティブ・クライアント ) と同じ方法で開
発できます。 ワークステーション・クライアントでは、すべての ATMI 関数および 
FML 関数を使用できます。

ワークステーション・クライアントの相互運用性にワークステーション・クライアントの相互運用性にワークステーション・クライアントの相互運用性にワークステーション・クライアントの相互運用性に
関する制約関する制約関する制約関する制約

BEA Tuxedo リリース 7.1 以降のワークステーション・クライアントは、次のいずれ
かの場合に、リリース 7.1 より前の BEA Tuxedo システム・アプリケーションと相互
運用します。

! マルチスレッド化またはマルチコンテキスト化されたクライアントではない。

! マルチコンテキスト化されたクライアントである。

! クライアントがマルチスレッド化されており、各スレッドが異なるコンテキスト
にある。
BEA Tuxedo Workstation コンポーネント 2-1



2 Workstation コンポーネントの使用
BEA Tuxedo リリース 7.1 以降のワークステーション・クライアントで、1 つのコンテ
キストに複数のスレッドがある場合は、リリース 7.1 より前の BEA Tuxedo システム
とは相互運用しません。

クライアント・プログラムを作成するクライアント・プログラムを作成するクライアント・プログラムを作成するクライアント・プログラムを作成する
ワークステーション・クライアントのプログラムをコンパイルし、リンクするには、
buildclient(1) コマンドを使用します。 ネイティブ・ノード (BEA Tuxedo system が
フル・インストールされているノード ) でワークステーション・クライアントを作成
する場合は、-w オプションを指定し、クライアントの作成にはワークステーショ
ン・ライブラリが必要であることを示します。 指定しない場合、デフォルトでは、ネ
イティブ・ノードにあるネイティブ・ライブラリとワークステーション・ライブラリ
のうち、ネイティブ・ライブラリが使用されます。 つまり、-w オプションを指定す
ると、ワークステーション・クライアントでは正しいライブラリが使用されることが
保証されます。 ワークステーションには、ワークステーション・ライブラリしかない
ため、-w  オプションを指定する必要はありません。

以下のリストは、ネイティブ・ノードでの buildclient(1) コマンド行の例です。

リスト 2-1   buildclient コマンド行

TUXDIR=/var/opt/tuxedo CC=ncc; export TUXDIR CC
buildclient -w -o wsclt -f wsclt.c -f "userlib1.a userlib2.a"

-o オプションには、出力ファイルの名前を指定します。 入力ファイルを指定するに
は、-f firstfiles オプションを使用し、システム・ライブラリより先にリンクさ
れることを示します。 上の例に示すように、TUXDIR 環境変数を定義し、
buildclient コマンドの実行時にシステム・ライブラリが検索されるようにしなけ
ればなりません。 CC は、デフォルトで cc になりますが、上の例のように、別のコン
パイラを設定することもできます。

関連項目関連項目関連項目関連項目
! 『C 言語を使用した BEA Tuxedo アプリケーションのプログラム』および『COBOL 
を使用した BEA Tuxedo アプリケーションのプログラム』の 「第 4 章 クライアン
トのコーディング」
2-2 BEA Tuxedo Workstation コンポーネント



BEA Tuxedo システムに組み込まれているクライアントを使用する
! 『COBOL を使用した BEA Tuxedo アプリケーションのプログラム』 の 「第 12 章 
Workstation コンポーネントに対する COBOL 言語のバインディング」

! 『BEA Tuxedo のセキュリティ機能』 の 第 3 章の 4 ページ「ATMI アプリケーション
にクライアント・プログラムを参加させるためのセキュリティ・コードの記述方
法」

! 『BEA Tuxedo コマンド・リファレンス』の buildclient(1) 

BEA Tuxedo システムに組み込まれているシステムに組み込まれているシステムに組み込まれているシステムに組み込まれている
クライアントを使用するクライアントを使用するクライアントを使用するクライアントを使用する

wud および wud32 は、BEA Tuxedo システムに組み込まれているワークステーション
用のドライバ・プログラムです。 これらのドライバ・プログラムは、ワークステー
ション・ライブラリを使用して作成する、標準的な BEA Tuxedo のクライアント・プ
ログラムである ud および ud32 に基づいています。 

BEA Tuxedo システム・サーバに FML バッファを送信するには、wud(1) を使用しま
す。 FBFR32 型の FML32 フィールド化バッファの場合は、wud32 を使用します。

セキュリティ付きアプリケーションでセキュリティ付きアプリケーションでセキュリティ付きアプリケーションでセキュリティ付きアプリケーションで wud を使用を使用を使用を使用
するするするする

wud をセキュリティ付きアプリケーションで実行する場合は、アプリケーション・パ
スワードを指定しないとアプリケーションにアクセスできません。 端末から標準入力
を行う場合に wud を実行すると、アプリケーション・パスワードの入力を求められ
ます。 wud では通常、スクリプトからクライアント・プログラムを実行しますが、こ
の場合、パスワードは APP_PW 環境変数から取得されます。 アプリケーション・パス
ワードが必要な場合に、この環境変数が指定されていないと、wud は異常終了しま
す。 

APP_PW 環境変数と、コンフィギュレーション・ファイルの SECURITY パラメータ 
(APP_PW を指定するとセキュリティ機能が有効になる ) を混同しないでください。
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2 Workstation コンポーネントの使用
関連項目関連項目関連項目関連項目
! 『BEA Tuxedo コマンド・リファレンス』 の ud(1)、wud(1)

ワークステーションでワークステーションでワークステーションでワークステーションで BEA Tuxedo システシステシステシステ
ムのクライアントを実行するムのクライアントを実行するムのクライアントを実行するムのクライアントを実行する

開発およびテストが終了したクライアント・プログラムは、ワークステーションに移
動でき、ユーザ側で利用可能になります。

ワークステーション・クライアントのディレクトリワークステーション・クライアントのディレクトリワークステーション・クライアントのディレクトリワークステーション・クライアントのディレクトリ
構造構造構造構造

次の表は、BEA Tuxedo システムの Workstation コンポーネントをインストールした場
合のワークステーション・クライアントのディレクトリ構造を示しています。

UNIX ディレクトリ Windows ディレクトリ 説明

$APPDIR %APPDIR% クライアントの実行可能ファイルが格納されてい
ます。 これらの実行可能ファイルは通常、アプリ
ケーション ディレクトリに格納されます。

$TUXDIR/bin %TUXDIR%¥bin BEA Tuxedo システムのコマンド群およびシステ
ム・クライアント (wud など ) が格納されていま
す。

$TUXDIR/cobinclude %TUXDIR%¥cobinclude COBOL プログラムで使用する copylib エント
リが格納されています。

$TUXDIR/include %TUXDIR%¥include BEA Tuxedo システムのヘッダ・ファイル 
(atmi.h など ) が格納されています。

$TUXDIR/lib %TUXDIR%¥lib ランタイム・ライブラリが格納されています。

$TUXDIR/locale/C %TUXDIR%¥locale¥C デフォルト・ロケールのメッセージ・カタログ 
(米国の英語 ) が格納されています。
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ワークステーションで BEA Tuxedo システムのクライアントを実行する
環境変数を設定する環境変数を設定する環境変数を設定する環境変数を設定する
ワークステーション・クライアントでは、いくつかの環境変数を使用します。 次の表
は、ワークステーション・クライアントがアプリケーションに参加しようとするとき
に、tpinit(3c) または TPINITIALIZE(3cbl) によってチェックされる環境変数を
示しています。 これらの環境変数の設定方法については、『BEA Tuxedo アプリケー
ションの設定』 の 「第 11 章 ワークステーション・クライアントの設定」 を参照して
ください。

$TUXDIR/samples %TUXDIR%¥samples サンプル・アプリケーションのサブディレクトリ
がいくつか格納されています。

UNIX ディレクトリ Windows ディレクトリ 説明

環境変数 説明

WSALLOWPRE71 BEA Tuxedo リリース 7.1 以降のソフトウェアを実行しているワー
クステーション・マシンと、リリース 7.1 より前の BEA Tuxedo ア
プリケーションを相互運用できるかどうかを指定します。 この変数
を Y に設定 (WSALLOWPRE71=Y) すると、相互運用が可能になりま
す。

WSBUFFERS アプリケーションごとのパケット数。

WSDEVICE ネットワークのアクセス時に使用するデバイス。 この変数は、BEA 
Tuxedo システムが TLI ネットワーク・インターフェイスを使用し
ている場合のみ必要です。

WSENVFILE クライアントの環境に対して設定する環境変数が格納されたファ
イルの名前。

WSFADDR ワークステーション・クライアントがワークステーション・リス
ナまたはワークステーション・ハンドラに接続するのに使用する
ネットワーク・アドレス。 この変数および WSFRANGE 変数により、
ワークステーション・クライアントが、アウトバウンド接続を確
立する前にバインドする TCP/IP ポートの範囲が決まります。 この
アドレスは TCP/IP アドレスでなければなりません。
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2 Workstation コンポーネントの使用
UNIX ワークステーション上のワークステーション・クライアントでは、使用する 
BEA Tuxedo システムの機能に応じて、上記以外の環境変数が必要になる場合があり
ます。 状況に応じて必要となる変数については、『ファイル形式、データ記述方法、
MIB、およびシステム・プロセスのリファレンス』の compilation(5) リファレン
ス・ページを参照してください。

WSFRANGE ワークステーション・クライアントのプロセスが、アウトバウン
ド接続を確立する前にバインドする TCP/IP ポートの範囲。 範囲の
ベースとなるアドレスは、WSFADDR パラメータで指定します。 デ
フォルト値は 1 です。

WSNADDR ワークステーション・リスナ (WSL) ・プロセスのネットワーク・
アドレス。クライアントは、これを使用してアプリケーションに
アクセスします。 ワークステーション・リスナを呼び出すには、ア
プリケーションのコンフィギュレーション・ファイルに指定され
ている値を使用してください。 「0x」で始まる値は 16 進値を表す
文字列と見なされ、それ以外の値は、ASCII 文字列と見なされま
す。

WSRPLYMAX ATMI 関数が、アプリケーションからの応答をディスクにダンプす
る前にバッファに格納するため使用するコア・メモリの最大容量。 
tpinit(3c) および TPINITIALIZE(3cbl) で使用されます。 
tpgetrply(3c) および TPGETRPLY(3cbl) で取得した応答およ
び任意通知型メッセージは、この領域に格納されます。 この領域が
メッセージでいっぱいの場合、オーバーフローしたメッセージは
ディスク・ファイルに書き込まれます。 システムで指定されている
デフォルトの最大値は、256,000 バイトです。 WSRPLYMAX を使用し
て低い制限値を設定するかどうかは、マシンの空きメモリに応じ
て異なります。 応答をディスクに書き込むと、パフォーマンスが大
幅に低下します。

WSTYPE ワークステーションの種類。 ワークステーション・クライアントに
よって tpinit(3c) および TPINITIALIZE(3cbl) が呼び出さ
れ、ネイティブ・サイトとの間で符号化または復号化を行うかど
うかを判断するときに使用されます。 WSTYPE を指定しない場合
は、ネイティブ・サイトで指定していなくても符号化が行われま
す。ワークステーションのサイトとネイティブ・サイトには、明
示的に同じ WSTYPE を指定し、符号化または復号化の処理が実行
されないようにします。

環境変数 説明
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ワークステーションで BEA Tuxedo システムのクライアントを実行する
環境ファイルを作成する環境ファイルを作成する環境ファイルを作成する環境ファイルを作成する
作成した環境ファイルは、tpinit(3c) または TPINITIALIZE(3cbl) の呼び出し時
に読み込まれます。 次のリストは、2 つの異なるアプリケーションで使用されるサン
プル・ファイルです。

リスト 2-2   環境ファイル

TUXDIR=/opt/tuxedo
[application1]
;this is a comment

/*これはコメントです */
#this is a comment
//this is a comment
set FIELDTBLS=app1_flds
set FLDTBLDIR=/opt/app1/udataobj
[application2]
FIELDTBLS=app2_flds
FLDTBLDIR=/opt/app2/udataobj

このファイルの形式は次のとおりです。 

! 各行の先頭のスペースまたはタブ文字は無視され、以下に述べる事項でも無視さ
れます。 

! 環境に適用する変数を含む行は、次の形式になります。

variable=value

または
set variable=value

variable の先頭には、英字または下線 (_) を指定し、以降は英数字または下線 
(_) で構成します。value には改行文字以外のすべての文字を指定できます。

! value では、${env } という形式の文字列は、既に環境内にある変数を使用して
展開されます。 前方参照はサポートされていません。値が設定されていない場合、
変数は空の文字列に置換されます。 バックスラッシュ (\) を使用すると、ドル記号
およびバックスラッシュ自体をエスケープできます。 その他すべてのシェルの
クォーテーションおよびエスケープのメカニズムは無視され、展開された value 
がそのまま環境に組み込まれます。
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2 Workstation コンポーネントの使用
! スラッシュ (/)、シャープ記号 (#)、または感嘆符 (!) で始まる行は、コメント行と
見なされ、無視されます。 これらのコメント用文字、左角かっこ、または英字や
下線以外で始まる行は、将来使用するために予約されています。ただし、使用方
法はまだ定義されていません。

! ファイルは、次の形式の行によってセクションごとに区切られます。
[label]

label はセクションの名前であり、上記の variable の規則が適用されます。 31 文
字を超える部分は切り捨てられます。

! ファイルの先頭から、最初のラベルの間にある変数行は、すべてのアプリケー
ションの環境に組み込まれます。つまり、この部分はグローバルなセクションで
す。 [] というラベルもグローバルなセクションを示します。 その他の変数は、ラ
ベルがアプリケーション用に指定したラベルと一致する場合にのみ、環境に組み
込まれます。

tuxreadenv を使用するを使用するを使用するを使用する

tuxreadenv(3c) 関数を呼び出すと、環境ファイルが読み込まれ、プラットフォー
ムに関係なく、プロセス全体の環境に環境変数が追加されます。 変数を利用するには 
tuxgetenv(3c) を使用し、変数をリセットするには、tuxputenv(3c) を使用しま
す。
void tuxreadenv(char *file, char *label)

file が NULL の場合は、デフォルトのファイル名が使用されます。 各プラット
フォームのデフォルトのファイル名は次のとおりです。 

! Windows: %TUXDIR%¥TUXEDO.ENV

! UNIX: $TUXDIR/TUXEDO.env

label の値が NULL の場合は、グローバル・セクションの変数だけが環境に組み込
まれます。 これ以外の値が label に設定されている場合は、グローバル・セクション
の変数および label に一致するセクション内の変数が環境に組み込まれます。

次の場合は、userlog にエラー・メッセージが記録されます。

! メモリ障害が発生した場合

! NULL 以外のファイル名が存在しない場合

! NULL 以外のラベルが存在しない場合
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マルチスレッド化またはマルチコンテキスト化されたワークステーション・クライアントをアプリケーションに参
加させる
tpinit(3c) を明示的に呼び出すか、または別の ATMI 関数を呼び出して暗黙的に呼
び出すたびに、ワークステーション・クライアントには tuxreadenv(3c) が自動的
に呼び出されます。 環境に設定されている WSENVFILE は、環境ファイルを示します。
設定されていない場合は、tuxreadenv() にファイル名として NULL が渡され、デ
フォルトのファイルが使用されます。 環境に設定されている WSAPP は、環境ファイル
のセクションのラベルとして使用されます。設定されていない場合は、
tuxreadenv() にラベル名として NULL が渡されます。 アプリケーション・クライア
ントは、tuxreadenv() を明示的に呼び出すこともできます。

インプリメントされた環境は、プラットフォームごとに異なる方法で使用できます。 
環境に対する共通のインターフェイスは、既存の tuxgetenv(3c) 関数および 
tuxputenv(3c) 関数により提供されます。 これらの関数により、次の変数にアクセ
スできます。

! 指定した WSAPP ラベル (または指定されていない場合はデフォルト値) が設定され
た、指定した WSENVFILE ファイルのすべての変数

! オペレーティング・システム環境の環境変数

関連項目関連項目関連項目関連項目
! 『BEA Tuxedo C 言語リファレンス』 の tpinit(3c)

! 『BEA Tuxedo C 言語リファレンス』 の tuxreadenv(3c)

マルチスレッド化またはマルチコンテキスマルチスレッド化またはマルチコンテキスマルチスレッド化またはマルチコンテキスマルチスレッド化またはマルチコンテキス
ト化されたワークステーション・クライアト化されたワークステーション・クライアト化されたワークステーション・クライアト化されたワークステーション・クライア
ントをアプリケーションに参加させるントをアプリケーションに参加させるントをアプリケーションに参加させるントをアプリケーションに参加させる

BEA Tuxedo アプリケーションに参加するため、マルチスレッド化されたクライアン
トは、シングル・コンテキスト・モードで実行していても、TPMULTICONTEXTS フラ
グ・セットを指定した tpinit() を常に呼び出す必要があります。
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2 Workstation コンポーネントの使用
関連項目関連項目関連項目関連項目
! 『BEA Tuxedo C 言語リファレンス』の tpinit(3c)
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3 Windows 上での上での上での上での Workstation

ここでは、次の内容について説明します。

! Windows プラットフォームで Workstation を使用する利点

! ソフトウェア要件

! クライアント・プログラムを作成する

! マルチスレッド化またはマルチコンテキスト化されたワークステーション・クラ
イアントをアプリケーションに参加させる

Windows プラットフォームでプラットフォームでプラットフォームでプラットフォームで Workstation 
を使用する利点を使用する利点を使用する利点を使用する利点

Windows 用にインスタンス化された Workstation を使用すると、アプリケーション開
発者は、次のような利点を活用できます。 

! 実行可能テキストをアプリケーション間で共有できるため、メモリを節約できま
す。

! アプリケーション・プログラムの実行可能ファイルに再リンクしたり、このファ
イルを変更せずに、BEA Tuxedo の Workstation をアップグレードできます。

! ダイナミック・リンクにより、インタープリタ形式でグラフィカルなアプリケー
ション生成ツール (Visual Basic、ObjectVision、および SQLWindows) を使用して、
BEA Tuxedo システムのサービスを呼び出すことができます。

注記 ここでは、Windows とは、Windows 95、Windows 98、Windows 2000 を指しま
す。
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3 Windows 上での Workstation
ソフトウェア要件ソフトウェア要件ソフトウェア要件ソフトウェア要件

Windows 版の Workstation コンポーネントを実行するためのソフトウェア要件は、以
下のとおりです。

! 使用できるオペレーティング・システムは、Windows  95、Windows 98、Windows 
2000 です。

! ネイティブの TCP/IP スタックが使用されます。

! TCP/IP を使用する場合は、Windows ソケット準拠の任意の TCP/IP スタックを使
用できます。 

! サーバ・マシンには、BEA Tuxedo システムおよびネイティブ・サイドの BEA 
Tuxedo Workstation がインストールされていなければなりません。

クライアント・プログラムを作成するクライアント・プログラムを作成するクライアント・プログラムを作成するクライアント・プログラムを作成する

Windows ワークステーション用のクライアント・プログラムは、BEA Tuxedo システ
ムの管理ドメイン内のネイティブなクライアント・プログラムと同じ方法で開発でき
ます。 ATMI 関数はすべて使用できます。 

ワークステーション・クライアントの相互運用性にワークステーション・クライアントの相互運用性にワークステーション・クライアントの相互運用性にワークステーション・クライアントの相互運用性に
関する制約関する制約関する制約関する制約

BEA Tuxedo リリース 7.1 以降のワークステーション・クライアントは、次のいずれ
かの場合に、リリース 7.1 より前の BEA Tuxedo システム・アプリケーションと相互
運用します。

! マルチスレッド化またはマルチコンテキスト化されたクライアントではない。

! マルチコンテキスト化されたクライアントである。

! クライアントがマルチスレッド化されており、各スレッドが異なるコンテキスト
にある。

BEA Tuxedo リリース 7.1 以降のワークステーション・クライアントで、1 つのコンテ
キストに複数のスレッドがある場合は、リリース 7.1 より前の BEA Tuxedo システム
とは相互運用しません。
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クライアント・プログラムを作成する
クライアント・プログラムを作成するクライアント・プログラムを作成するクライアント・プログラムを作成するクライアント・プログラムを作成する
C を使用して記述されたクライアント・プログラムをコンパイルする場合は、
Microsoft の C インポート・ライブラリを読み込めるコンパイラであれば、どんなコ
ンパイラでも使用できます。 ATMI 関数を呼び出す COBOL ソース・プログラムをコ
ンパイルする場合は、COBOL コンパイラの LITLINK オプションを使用します。 詳細
については、『COBOL を使用した BEA Tuxedo アプリケーションのプログラム』 の 
「第 12 章 Workstation コンポーネントに対する COBOL 言語のバインディング」 を参照
してください。

作成したクライアント・プログラムにリンクするには、buildclient(1) で -w フラ
グを指定します。 

buildclient(1) ユーティリティを使わずに BEA Tuxedo クライアントを作成するこ
ともできます。 Microsoft Visual C++ プロジェクトを使用している場合は、次のように
設定してください。

! プリプロセッサ・オプションを -DWIN32 に設定します。

! リンカ・オプションの入力ライブラリに  WTUXWS32.LIB  MSVCRT.LIB を追
加します。

また、適切な INCLUDE、LIB、および PATH 検索ディレクトリを設定してください。 

実行時の注意事項実行時の注意事項実行時の注意事項実行時の注意事項
クライアント・プログラムを実行する場合は、PATH  に %TUXDIR%¥bin が含まれていな
ければなりません。 

制限事項制限事項制限事項制限事項
BEA Tuxedo リリース 7.1 より前の BEA Tuxedo ライブラリ (DLL) は、スレッド・セー
フではありません。 リリース 7.1 以前の DLL を使用して作成したアプリケーションで
は、スレッドを使用しないでください。スレッドを使用すると、BEA Tuxedo のすべ
ての呼び出し (ATMI、FML、userlog() など ) で、スレッド・アクセスがシリアル
化されます。 
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3 Windows 上での Workstation
関連項目関連項目関連項目関連項目
! 『C 言語を使用した BEA Tuxedo アプリケーションのプログラム』または『COBOL 
を使用した BEA Tuxedo アプリケーションのプログラム』の「第 4 章 クライアン
トのコーディング」

! 『COBOL を使用した BEA Tuxedo アプリケーションのプログラム』 の 「第 12 章 
Workstation コンポーネントに対する COBOL 言語のバインディング」

! 『BEA Tuxedo のセキュリティ機能』 の 第 3 章の 4 ページ「ATMI アプリケーション
にクライアント・プログラムを参加させるためのセキュリティ・コードの記述方
法」

! 『BEA Tuxedo コマンド・リファレンス』 の buildclient(1)

マルチスレッド化またはマルチコンテキスマルチスレッド化またはマルチコンテキスマルチスレッド化またはマルチコンテキスマルチスレッド化またはマルチコンテキス
ト化されたワークステーション・クライアト化されたワークステーション・クライアト化されたワークステーション・クライアト化されたワークステーション・クライア
ントをアプリケーションに参加させるントをアプリケーションに参加させるントをアプリケーションに参加させるントをアプリケーションに参加させる

BEA Tuxedo アプリケーションに参加するため、マルチスレッド化されたクライアン
トは、シングル・コンテキスト・モードで実行していても、TPMULTICONTEXTS フラ
グ・セットを指定した tpinit(3c) を常に呼び出す必要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目
! 『BEA Tuxedo C 言語リファレンス』 の tpinit(3c)
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4 ワークステーションでのワークステーションでのワークステーションでのワークステーションでの 
bankapp の実行の実行の実行の実行

ここでは、次の内容について説明します。

! ワークステーション・アプリケーションの特徴

! ワークステーション・クライアントで bankapp を実行する

! ネイティブ・サイトでの変更

! bankapp 変数を設定する

! bankapp クライアントを作成する

! bankapp クライアントを実行する

ワークステーション・アプリケーションのワークステーション・アプリケーションのワークステーション・アプリケーションのワークステーション・アプリケーションの
特徴特徴特徴特徴

ワークステーション・アプリケーションでは、クライアント・プロセスはネイティ
ブ・サイトから切りはなされて実行されます。 リスナ・プロセス (WSL) が既知のネッ
トワーク・アドレスを使用して実行されると、必要に応じて代理のワークステーショ
ン・ハンドラ (WSH) が起動します。 サーバは、BEA Tuxedo 管理ドメインにある 1 台
または複数のマシン上で実行されます。

既存のサーバは、シングル・プロセッサ・モード (SHM) またはマルチプロセッサ・
モード (MP) の BEA Tuxedo システムのノードで実行できます。

ワークステーションの次のディレクトリには、サンプル・アプリケーションが用意さ
れています。
! $TUXDIR/samples/atmi/bankapp (UNIX)

! %TUXDIR%¥samples¥atmi¥bankapp (Windows)
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4 ワークステーションでの bankapp の実行
ワークステーション・クライアントでワークステーション・クライアントでワークステーション・クライアントでワークステーション・クライアントで 
bankapp を実行するを実行するを実行するを実行する

次の図は、ワークステーション・クライアントで bankapp を実行する手順を示して
います。

図 4-1   bankapp の実行手順

ネイティブ・サイトでの変更ネイティブ・サイトでの変更ネイティブ・サイトでの変更ネイティブ・サイトでの変更

bankapp ソフトウェアは、ネイティブ・サイトにインストールして作成します。 操作
方法は、『サンプルを使用した BEA Tuxedo アプリケーションの開発方法』の「第 3 章 
bankapp (複雑な C 言語アプリケーション ) のチュートリアル」、および BEA Tuxedo 
システム・ソフトウェアのインストール先マスタ・マシンにある以下の README ファ
イルに説明されています。
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ネイティブ・サイトでの変更
! $TUXDIR/samples/atmi/bankapp/README (UNIX システム）

! %TUXDIR%¥samples¥atmi¥bankapp¥README.nt (Windows システム )

コンフィギュレーション・ファイルを編集するコンフィギュレーション・ファイルを編集するコンフィギュレーション・ファイルを編集するコンフィギュレーション・ファイルを編集する
使用するコンフィギュレーション・ファイル (ubbshm または ubbmp) の GROUPS セク
ションおよび SERVERS セクションでワークステーション・リスナ (WSL) をサーバと
して指定し、MACHINES セクションで MAXWSCLIENTS を指定する必要があります。 
GROUPS セクションを編集する場合は、DEFAULT 行の先頭に WSGRP 用のエントリを
作成するか、または、TMSNAME および TMSCOUNT の仕様を該当するサーバ・グルー
プに移動します。仕様を WSGRP に割り当てないでください。 新しい仕様は、次の形式
で指定します。

*MACHINES
 DEFAULT:  MAXWSCLIENTS=50
 
 #
 *GROUPS
 
 WSGRP     GRPNO=<next available group #> LMID=SITE1
 #
 *SERVERS
 
 WSL       SRVGRP=WSGRP           SRVID=1
           CLOPT="-A — -n //machine:port -m 1 -M 5 -x 10"

新しいワークステーション・クライアントを設定した場合は、必ず RESOURCES セク
ションまたは MACHINES セクションの MAXACCESSERS パラメータの値を上げてくだ
さい。
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4 ワークステーションでの bankapp の実行
コンフィギュレーション・ファイルをロードおよびコンフィギュレーション・ファイルをロードおよびコンフィギュレーション・ファイルをロードおよびコンフィギュレーション・ファイルをロードおよび
起動する起動する起動する起動する

ワークステーション・クライアントを使用するには、まず、tmloadcf(1) を実行し
てコンフィギュレーション・ファイルをバイナリ形式に変換し、tmboot(1) を実行
してアプリケーションを起動する必要があります。 これらのコマンドは、直ちに実行
する必要はありません。bankapp クライアントをワークステーションにインストー
ルし、作成する作業があります。 ただし、ワークステーションからアプリケーション
に参加する場合、アプリケーションは既に BEA Tuxedo システムのネイティブ・サイ
トで実行されていなければなりません。 ネイティブ・サイトで bankapp をロードし、
起動する方法は、『サンプルを使用した BEA Tuxedo アプリケーションの開発方法』
の「第 3 章 bankapp (複雑な C 言語アプリケーション ) のチュートリアル」に説明さ
れています。

関連項目関連項目関連項目関連項目
! 『BEA Tuxedo コマンド・リファレンス』 の tmloadcf(1)

! 『ファイル形式、データ記述方法、MIB、およびシステム・プロセスのリファレン
ス』 の WSL(5)

! 『サンプルを使用した BEA Tuxedo アプリケーションの開発方法』 の 「第 3 章 
bankapp (複雑な C 言語アプリケーション ) のチュートリアル」

! 『BEA Tuxedo アプリケーションの設定』 の 第 11 章の 4 ページ「ワークステーショ
ン・リスナ (WSL) をサーバとして定義する」

bankapp 変数を設定する変数を設定する変数を設定する変数を設定する

bankapp を実行する環境を設定するには、ワークステーション・クライアントで次
の手順を実行します。

1. 次の環境変数を設定します。
WSNADDR=<WSL で宣言されたアドレス > 
WSTYPE=<ワークステーションの種類 >

2. 使用する PATH に $TUXDIR/bin (UNIX システムの場合 ) または %TUXDIR%¥bin 
(Windows システムの場合 ) を挿入します。
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bankapp クライアントを作成する
3. C コンパイラを実行できるように正しく環境が設定されているかどうかを確認し
ます。

bankapp クライアントを作成するクライアントを作成するクライアントを作成するクライアントを作成する

クライアント・プログラムを作成するには、次のコマンドを入力します。
mkfldhdr bankflds
buildclient -w -o bankclt -f bankclt.c

bankapp クライアントを実行するクライアントを実行するクライアントを実行するクライアントを実行する

ワークステーションで bankapp クライアントを実行するには、次の手順に従います。

1. ワークステーション・クライアントの WSNADDR の値が、ネイティブ・サイトのコ
ンフィギュレーション・ファイルの SERVERS セクションにある WSL の CLOPT-n 
オプションの値と一致することを確認します。

2. bankapp がネイティブ・サイトで起動していない場合は、起動されていることを
確認してからワークステーション・クライアントを実行します。 

3. bankclt を実行してワークステーション・クライアントを実行します。
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4 ワークステーションでの bankapp の実行
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